
様式第二号の九（第八条の四の六関係）

長崎県知事　殿

　　　　　　　　　　　　提出者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

　　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、令和7年度 の産業廃棄物

　処理計画の実施状況を報告します。

　青木あすなろ建設㈱ 大阪本店

　長崎市、佐世保市を除く県内の事業場

　06  総合工事業

　産業廃棄物処理計画における目標値

項目 目標値 項目 目標値

排 出 量 2,237t 全 処 理 委 託 量 2,237ｔ

自 ら 再 生 利 用 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ
優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

ｔ

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ
再 生 利 用 業 者 へ の
処 理 委 託 量

1,298t

自ら中間処理により減量す
る

産 業 廃 棄 物 の 量
ｔ

認 定 熱 回 収 業 者 へ の
処 理 委 託 量

ｔ

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海 洋 投 入 処 分 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ
認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

ｔ

※事務処理欄

（第1面）

事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地

事 業 の 種 類

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

2025年4月1日～2026年3月31日

　　　　　　　　　　　　　　　住　所　大阪市北区大淀南1－4－15　

　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　青木あすなろ建設㈱大阪本店　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　常務執行役員本店長　重田　道明　

2026年8月31日

 (日本産業規格　Ａ列4番）

　　　　　　　　　　　　　　　電話番号　06－6440－1816

産業廃棄物処理計画における
計 画 期 間



①汚泥 ）

② ⑧

排出量

①

527

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

0

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

527

④ ⑥

0

⑨

0

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0

0

⑤ ⑦

0

0

⑩

527

0

⑭

0

0

0

⑪

0

有償物量

不要物等発生量

項目

①排出量

(第
２

面
）

0

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

0

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減
量した量

　長崎市、佐世保市を除く県
内の事業場

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

0

④のうち熱回収
を行った量

0

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

計画の実施状況

527

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

（産業廃棄物の種類：



②コンクリート破片 ）

② ⑧

排出量

①

1,161

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

1,161

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

1,161

④ ⑥

0

⑨

0

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0

0

⑤ ⑦

0

0

⑩

1,161

0

⑭

0

1,161

0

⑪

0

(第
２

面
）

計画の実施状況

1,161

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

　長崎市、佐世保市を除く県
内の事業場

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

0

④のうち熱回収
を行った量

0

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

有償物量

不要物等発生量

項目

①排出量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減
量した量

（産業廃棄物の種類：

0

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

0

0



③アスファルト破片 ）

② ⑧

排出量

①

289

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

84

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

289

④ ⑥

0

⑨

0

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0

0

⑤ ⑦

0

0

⑩

289

0

⑭

0

84

0

⑪

0

有償物量

不要物等発生量

項目

①排出量

(第
２
面
）

0

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

0

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減
量した量

　長崎市、佐世保市を除く
県内の事業場

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

0

④のうち熱回収
を行った量

0

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

計画の実施状況

289

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

（産業廃棄物の種類：



④木くず ）

② ⑧

排出量

①

28

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

28

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

28

④ ⑥

0

⑨

0

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0

0

⑤ ⑦

0

0

⑩

28

0

⑭

0

28

0

⑪

0

(第
２

面
）

計画の実施状況

28

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

　長崎市、佐世保市を除く県
内の事業場

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

0

④のうち熱回収
を行った量

0

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

有償物量

不要物等発生量

項目

①排出量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減
量した量

（産業廃棄物の種類：

0

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

0

0



）

② ⑧

排出量

①

8

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

8

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

8

④ ⑥

0

⑨

0

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0

0

⑤ ⑦

0

0

⑩

8

0

⑭

0

8

0

⑪

0

項目

①排出量

(第
２

面
）

0

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

0

0

⑤廃プラスチック

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減
量した量

　長崎市、佐世保市を除く県
内の事業場

有償物量

不要物等発生量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

0

④のうち熱回収
を行った量

0

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

計画の実施状況

8

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

（産業廃棄物の種類：



⑥ガラス ）

② ⑧

排出量

①

1

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

0

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

1

④ ⑥

0

⑨

0

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0

0

⑤ ⑦

0

0

⑩

1

0

⑭

0

0

0

⑪

0

(第
２

面
）

計画の実施状況

1

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

　長崎市、佐世保市を除く県
内の事業場

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

0

④のうち熱回収
を行った量

0

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

有償物量

不要物等発生量

項目

①排出量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減
量した量

（産業廃棄物の種類：

0

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

0

0



⑦紙屑 ）

② ⑧

排出量

①

1

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

0

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

1

④ ⑥

0

⑨

0

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0

0

⑤ ⑦

0

0

⑩

1

0

⑭

0

0

0

⑪

0

有償物量

不要物等発生量

項目

①排出量

(第
２

面
）

0

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

0

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減
量した量

　長崎市、佐世保市を除く県
内の事業場

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

0

④のうち熱回収
を行った量

0

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

計画の実施状況

1

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

（産業廃棄物の種類：



⑧廃石膏ボード ）

② ⑧

排出量

①

17

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

17

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

17

④ ⑥

0

⑨

0

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0

0

⑤ ⑦

0

0

⑩

17

0

⑭

0

17

0

⑪

0

(第
２

面
）

計画の実施状況

17

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

　長崎市、佐世保市を除く県
内の事業場

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

0

④のうち熱回収
を行った量

0

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

有償物量

不要物等発生量

項目

①排出量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減
量した量

（産業廃棄物の種類：

0

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

0

0



⑨その他がれき ）

② ⑧

排出量

①

13

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

0

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

13

④ ⑥

0

⑨

0

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0

0

⑤ ⑦

0

0

⑩

13

0

⑭

0

0

0

⑪

0

⑬熱回収認定業者への処
理委託量 0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

　長崎市、佐世保市を除く県
内の事業場

13

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量 0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

項目
自ら中間処理

した量

①排出量
0 0

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0 0



⑩建設系産業廃棄物 ）

② ⑧

排出量

①

192

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

0

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

192

④ ⑥

0

⑨

0

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0

0

⑤ ⑦

0

0

⑩

192

0

⑭

0

0

0

⑪

0

⑬熱回収認定業者への処
理委託量 0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

　長崎市、佐世保市を除く県
内の事業場

192

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量 0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

項目
自ら中間処理

した量

①排出量
0 0

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0 0



(第3面）

備考

1 　翌年度の6月30日までに提出すること。

2 　「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

3 　「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。

4 　第2面には、前年度の産業廃棄物処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)

に掲げる量を記入すること。

(1)　①欄　当該事業場において生じた産業廃棄物の量

(2)  ②欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

(3)  ③欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

(4)　④欄　(1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5)　⑤欄　(4)の量のうち、熱回収を行った量

(6)　⑥欄　自ら中間処理をした後の量

(７)　⑦欄　(4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8)　⑧欄　(6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(9)  ⑨欄　(6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

(10) ⑩欄　中間処理及び最終処分を委託した量　長崎市、佐世保市を除く県内の事業場

(11) ⑪欄　(10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量

(12) ⑫欄　(10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

(13) ⑬欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律

第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量

(14) ⑭欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量

5 　第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。

6 　産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

7 　※欄には、何も記入しないこと。



 

 

様式第二号の九(第八条の四の六関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画実施状況報告書 

令和８年６月１６日 

 

長崎県知事  殿 

 

提出者 〒857-0361              

住 所 長崎県北松浦郡佐々町小浦免1572-21 

氏 名 アリアケジャパン株式会社      

代表取締役社長   白川直樹 

電話番号 ０９５６－６３－５５００     

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 10項の規定に基づき、令和７年度の産業廃棄物処

理計画の実施状況を報告します。 

事 業 場 の 名 称 アリアケジャパン株式会社 

事 業 場 の 所 在 地 長崎県北松浦郡佐々町小浦免1524-21 

事 業 の 種 類 ０９ 食料品製造業 

産業廃棄物処理計画における

計 画 期 間 
令和７年４月１日～令和８年３月３１日 

産業廃棄物処理計画における目標値 

 

項目 目標値 項目 目標値 

排 出 量 ９６０５.１１ｔ 全 処 理 委 託 量 ９６０５.１１ｔ 

自ら再生利用を行う 

産 業 廃 棄 物 の 量 
ｔ 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
ｔ 

自ら熱回収を行う 

産 業 廃 棄 物 の 量 
ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
０ｔ 

自ら中間処理により減量する 

産 業 廃 棄 物 の 量 
３０８３．４ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ 

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う 

産 業 廃 棄 物 の 量 

ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ 

※事務処理欄   

(日本産業規格 Ａ列４番) 

 



（ 汚泥 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

8,594.10

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

8,594.10 2,864.70

④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

5,729.40
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

2,864.70

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

項目 実績値

①排出量 8594.1

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0

⑤自ら熱回収を行った量 0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

5729.4

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩全処理委託量 2864.7

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑫再生利用業者への処理
委託量

0

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

0



（ 汚泥（脱水未処理））

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

205.10
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量項目 実績値

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 205.1

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0 ⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 205.1 205.10

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0



（ 動物性残渣 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 3104.78 3104.78

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

項目 実績値
自ら中間処理

した量
自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 3104.78

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

3104.78
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量



（ 植物性残渣 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 1220.23 1,220.23

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

項目 実績値
自ら中間処理

した量
自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 1220.23

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

1,220.23
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量



（ 廃プラスチック ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 835.38 835.38

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

項目 実績値
自ら中間処理

した量
自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 835.38

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

835.38
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量



（ ガラスくず・コンクリート及び陶磁器くず）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 9.3 9.3

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

項目 実績値
自ら中間処理

した量
自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 9.3

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

9.3
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量



（ 水銀使用製品廃棄物）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0.17
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量項目 実績値

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 0.17

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0 ⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 0.17 0.17

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0



（ 製品廃棄物 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 885.24 885.24

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

項目 実績値
自ら中間処理

した量
自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 885.24

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

885.24
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量



（ 木くず ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 15.82 15.82

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

項目 実績値
自ら中間処理

した量
自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 15.82

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

15.82
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量



 

 

(第３面) 

備考 

１ 翌年度の６月30日までに提出すること。 

２ 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

３ 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。 

４ 第２面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)

に掲げる量を記入すること。 

(1) ①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量 

(2) ②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量 

(3) ③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量 

(4) ④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量 

(5) ⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行った量 

(6) ⑥欄 自ら中間処理をした後の量  

(7) ⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量 

(8) ⑧欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量 

(9) ⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量 

(10) ⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量 

(11) ⑪欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量 

(12) ⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量 

(13) ⑬欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量 

(14) ⑭欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量 

５ 第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。 

 ６ 産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 

 



様式第二号の九（第八条の四の六関係）

長崎県知事 殿

提出者

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

 産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

(日本産業規格　Ａ列4番）

4,847.32

0.00 7.13

0.00 0.00

事 業 場 の 名 称

（第1面）

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

住 所

氏 名

電話番号

処理計画の実施状況を報告します。

令和8年6月2日

長崎県諫早市小船越町2-3

株式会社　荒木組

代表取締役　丸石　英巳

0957-26-1965

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、令和7年度の産業廃棄物

株式会社　荒木組

事 業 場 の 所 在 地

事 業 の 種 類

産業廃棄物処理計画における
計 画 期 間

項目 目標値 項目 目標値

長崎県諫早市小船越町2-3

総合建設業

令和7年4月1日～令和8年3月31日

自 ら 再 生 利 用 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

再 生 利 用 業 者 へ の
処 理 委 託 量

排 出 量 全 処 理 委 託 量4,847.32

※事務処理欄

自ら中間処理により減量
す る 産 業 廃 棄 物 の 量

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海 洋 投 棄 処 分 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

0.00 0.00

0.00 0.00



汚泥） （単位： トン）

② ⑧

排出量

①

0.11

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

0.11

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

0.11

④ ⑥

0.00

⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

0.00

⑤ ⑦

0.00

0.00

⑩

0.11

0.00

⑭

0.00

0.11

0.00

⑪

0.00

自ら中間処理した後
再生利用した量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

0.00 0.00

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

項目
自ら中間処理

した量

①排出量

0.00

0.00 0.00

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量 0.00

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0.11

0.00



木くず） （単位： トン）

② ⑧

排出量

①

1,980.33

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

1,980.33

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

1,980.33

④ ⑥

0.00

⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

0.00

⑤ ⑦

0.00

0.00

⑩

1,980.33

0.00

⑭

0.00

1,980.33

0.00

⑪

0.00

自ら中間処理した後
再生利用した量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

0.00 0.00

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

項目
自ら中間処理

した量

①排出量

0.00

0.00 0.00

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量 0.00

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

1,980.33

0.00



ガラス陶磁器等くず） （単位： トン）

② ⑧

排出量

①

371.00

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

371.00

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

371.00

④ ⑥

0.00

⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

0.00

⑤ ⑦

0.00

0.00

⑩

371.00

0.00

⑭

0.00

371.00

0.00

⑪

0.00

自ら中間処理した後
再生利用した量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

0.00 0.00

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

項目
自ら中間処理

した量

①排出量

0.00

0.00 0.00

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量 0.00

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

371.00

0.00



コンクリート片） （単位： トン）

② ⑧

排出量

①

611.00

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

611.00

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

611.00

④ ⑥

0.00

⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

0.00

⑤ ⑦

0.00

0.00

⑩

611.00

0.00

⑭

0.00

611.00

0.00

⑪

0.00

自ら中間処理した後
再生利用した量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

0.00 0.00

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

項目
自ら中間処理

した量

①排出量

0.00

0.00 0.00

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量 0.00

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

611.00

0.00



アス・コン片） （単位： トン）

② ⑧

排出量

①

99.00

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

99.00

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

99.00

④ ⑥

0.00

⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

0.00

⑤ ⑦

0.00

0.00

⑩

99.00

0.00

⑭

0.00

99.00

0.00

⑪

0.00

自ら中間処理した後
再生利用した量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

0.00 0.00

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

項目
自ら中間処理

した量

①排出量

0.00

0.00 0.00

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量 0.00

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

99.00

0.00



(第3面）

備考

1 　翌年度の6月30日までに提出すること。

2 　「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

3 　「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。

4 　第2面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)

に掲げる量を記入すること。

(1)　①欄　当該事業場において生じた産業廃棄物の量

(2)  ②欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

(3)  ③欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

(4)　④欄　(1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5)　⑤欄　(4)の量のうち、熱回収を行った量

(6)　⑥欄　自ら中間処理をした後の量

(７)　⑦欄　(4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8)　⑧欄　(6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(9)  ⑨欄　(6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

(10) ⑩欄　中間処理及び最終処分を委託した量

(11) ⑪欄　(10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量

(12) ⑫欄　(10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

(13) ⑬欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律

第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量

(14) ⑭欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量

5 　第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。

6 　産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

7 　※欄には、何も記入しないこと。



様式第二号の九（第八条の四の六関係）

年 月 日

　　長崎県知事　　平田　研　様

〒８５４－８６０１

上下水道局長　　矢竹　秀孝 （公印省略）

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（日本工業規格　　Ａ列４番）

提 出 者

諫早市上下水道事業管理者

氏 名

長崎県諫早市東小路町７番１号住 所

電 話 番 号

（FAX） （０９５７）２４－６８１０

（０９５７）２２－２６３５（TEL）

事 業 所 の 所 在 地

産 業 廃 棄 物 処 理 計 画
に お け る 計 画 期 間

　諫早中央浄化センター

　諫早市仲沖町３５６番地

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第１２条第１０項の規定に基づき、令和7年度の産業廃棄
物処理計画の実施状況を報告します。

事 業 所 の 名 称

令和7年4月1日から令和8年3月31日まで

（第１面）

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和 8 0 0

排 出 量 39,198 全 処 理 委 託 量 4,381

　産業廃棄物処理計画における目標値

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

※事務処理欄

自ら中間処理により減量
す る 産 業 廃 棄 物 の 量

4,381

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量

自 ら 埋 立 処 分 又 は

海洋投入処分を行う

産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

事 業 の 種 類
　水道業
　[３６]

項目 目標値 項目 目標値

再生利用業者への
処 理 委 託 量



備考

　　の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量

７　※欄は記入しないこと。

５　第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記入

　すること。

６　産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業廃棄物

　処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

　(14)　⑭欄　(10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への焼却

　　処理委託量

（第３面）

　目標値を記入すること。

２　第２面には、前年度の産業廃棄物処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)に掲げる

　量を記入すること。

　(1)　①欄　当該事業場において生じた産業廃棄物の量

１　 翌年度の６月３０日までに提出すること。

２　 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

３　 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載した

　(8)　⑧欄　(6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

　(9)　⑨欄　(6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

　(2)　②欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

　(3)　③欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分または海洋投入処分した量

　(4)　④欄　(1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

　(5)　⑤欄　(4)の量のうち、熱回収を行った量

　(13)　⑬欄　(10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条

　(10)　⑩欄　中間処理及び最終処分を委託した量

　(11)　⑪欄　(10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令第６条

　　の11第２号に該当する者）への処理委託量

　(12)　⑫欄　(10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

　(6)　⑥欄　自ら中間処理をした後の量

　(7)　⑦欄　(4)の量から(6)の量を差し引いた量



（ 産業廃棄物の種類：下水道汚泥 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（
第
２
面

）

計画の実施状況

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

項目 実績値
自ら中間処理

した量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

3,845

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①排出量 36,403 36,403 3,845

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

自ら中間処理した
後の残さ量

36,403

自ら中間処理によ
り減量した量

3,845

0

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0 ⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 3,845

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

32,558 32,558
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収

を行った量

⑫再生利用業者への処理
委託量

3,845 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0



様式第二号の九（第八条の四の六関係）

年 月 日

　　長崎県知事　　平田　研　様

〒８５４－８６０１

上下水道局長　　矢竹　秀孝 （公印省略）

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（日本工業規格　　Ａ列４番）

自 ら 埋 立 処 分 又 は

海洋投入処分を行う

産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

※事務処理欄

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処 理 委 託 量

117

自ら中間処理により減量
す る 産 業 廃 棄 物 の 量

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量

産 業 廃 棄 物 処 理 計 画
に お け る 計 画 期 間

令和7年4月1日から令和8年3月31日まで

　産業廃棄物処理計画における目標値

項目 目標値 項目 目標値

排 出 量 7,367 全 処 理 委 託 量 117

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量

事 業 所 の 名 称 　飯盛浄化センター

事 業 所 の 所 在 地 　諫早市飯盛町開１８１番地１

事 業 の 種 類
　水道業
　[３６]

（FAX） （０９５７）２４－６８１０

諫早市上下水道事業管理者

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第１２条第１０項の規定に基づき、令和7年度の産業廃棄
物処理計画の実施状況を報告します。

電 話 番 号 （TEL） （０９５７）２２－２６３５

提 出 者

氏 名

0

住 所 長崎県諫早市東小路町７番１号

（第１面）

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和 8 0



備考

　(13)　⑬欄　(10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条

　　の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量

　(14)　⑭欄　(10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への焼却

　　処理委託量

５　第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記入

　すること。

６　産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業廃棄物

　処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

７　※欄は記入しないこと。

　(9)　⑨欄　(6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

　(10)　⑩欄　中間処理及び最終処分を委託した量

　(11)　⑪欄　(10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令第６条

　　の11第２号に該当する者）への処理委託量

　(12)　⑫欄　(10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

　(4)　④欄　(1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

　(5)　⑤欄　(4)の量のうち、熱回収を行った量

　(6)　⑥欄　自ら中間処理をした後の量

　(7)　⑦欄　(4)の量から(6)の量を差し引いた量

　(8)　⑧欄　(6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

２　第２面には、前年度の産業廃棄物処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)に掲げる

　量を記入すること。

　(1)　①欄　当該事業場において生じた産業廃棄物の量

　(2)　②欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

　(3)　③欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分または海洋投入処分した量

（第３面）

１　 翌年度の６月３０日までに提出すること。

２　 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

３　 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載した

　目標値を記入すること。



（ 産業廃棄物の種類：下水道汚泥 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量

87 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 87 87

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

4,779 4,779
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量

実績値
自ら中間処理

した量
自ら中間処理した

後の残さ量

①排出量 4,865 4,865 87
（
第
２
面

）

計画の実施状況

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

4,865
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

87
項目



様式第二号の九（第八条の四の六関係）

年 月 日

　　長崎県知事　　平田　研　様

〒８５４－８６０１

上下水道局長　　矢竹　秀孝 （公印省略）

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（日本工業規格　　Ａ列４番）

提 出 者

諫早市上下水道事業管理者

氏 名

長崎県諫早市東小路町７番１号住 所

電 話 番 号

（FAX） （０９５７）２４－６８１０

（０９５７）２２－２６３５（TEL）

事 業 所 の 所 在 地

産 業 廃 棄 物 処 理 計 画
に お け る 計 画 期 間

　小長井浄化センター

　諫早市小長井町大峰９８０番地７０

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第１２条第１０項の規定に基づき、令和7年度の産業廃棄
物処理計画の実施状況を報告します。

事 業 所 の 名 称

令和7年4月1日から令和8年3月31日まで

（第１面）

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和 8 0 0

排 出 量 20,632 全 処 理 委 託 量 267

　産業廃棄物処理計画における目標値

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

※事務処理欄

自ら中間処理により減量
す る 産 業 廃 棄 物 の 量

267

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量

自 ら 埋 立 処 分 又 は

海洋投入処分を行う

産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

事 業 の 種 類
　水道業
　[３６]

項目 目標値 項目 目標値

再生利用業者への
処 理 委 託 量



備考

　　の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量

７　※欄は記入しないこと。

５　第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記入

　すること。

６　産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業廃棄物

　処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

　(14)　⑭欄　(10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への焼却

　　処理委託量

（第３面）

　目標値を記入すること。

２　第２面には、前年度の産業廃棄物処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)に掲げる

　量を記入すること。

　(1)　①欄　当該事業場において生じた産業廃棄物の量

１　 翌年度の６月３０日までに提出すること。

２　 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

３　 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載した

　(8)　⑧欄　(6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

　(9)　⑨欄　(6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

　(2)　②欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

　(3)　③欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分または海洋投入処分した量

　(4)　④欄　(1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

　(5)　⑤欄　(4)の量のうち、熱回収を行った量

　(13)　⑬欄　(10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条

　(10)　⑩欄　中間処理及び最終処分を委託した量

　(11)　⑪欄　(10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令第６条

　　の11第２号に該当する者）への処理委託量

　(12)　⑫欄　(10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

　(6)　⑥欄　自ら中間処理をした後の量

　(7)　⑦欄　(4)の量から(6)の量を差し引いた量



（ 産業廃棄物の種類：下水道汚泥 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（
第
２
面

）

計画の実施状況

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

項目 実績値
自ら中間処理

した量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

235

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①排出量 15,264 15,264 235

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

自ら中間処理した
後の残さ量

15,264

自ら中間処理によ
り減量した量

235

0

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0 ⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 235

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

15,029 15,029
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収

を行った量

⑫再生利用業者への処理
委託量

235 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0



様式第二号の九（第八条の四の六関係）

年 月 日

　　長崎県知事　　平田　研　様

〒８５４－８６０１

上下水道局長　　矢竹　秀孝 （公印省略）

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（日本工業規格　　Ａ列４番）

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

項目 目標値 項目 目標値

再生利用業者への
処 理 委 託 量

※事務処理欄

自ら中間処理により減量
す る 産 業 廃 棄 物 の 量

令和7年4月1日から令和8年3月31日まで

排 出 量 22,893 全 処 理 委 託 量 404

　産業廃棄物処理計画における目標値

404

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量

自 ら 埋 立 処 分 又 は

海洋投入処分を行う

産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

（第１面）

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和 8 0 0

事 業 所 の 所 在 地

産 業 廃 棄 物 処 理 計 画
に お け る 計 画 期 間

　高来浄化センター

　諫早市高来町泉３０１番地

事 業 の 種 類
　水道業
　[３６]

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第１２条第１０項の規定に基づき、令和7年度の産業廃棄
物処理計画の実施状況を報告します。

事 業 所 の 名 称

電 話 番 号

（FAX） （０９５７）２４－６８１０

（０９５７）２２－２６３５（TEL）

提 出 者

諫早市上下水道事業管理者

氏 名

長崎県諫早市東小路町７番１号住 所



備考

　(12)　⑫欄　(10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

　(13)　⑬欄　(10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条

　　の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量

７　※欄は記入しないこと。

５　第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記入

　(8)　⑧欄　(6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

　(9)　⑨欄　(6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

　(10)　⑩欄　中間処理及び最終処分を委託した量

　(11)　⑪欄　(10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令第６条

　　の11第２号に該当する者）への処理委託量

　(3)　③欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分または海洋投入処分した量

　(4)　④欄　(1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

　(5)　⑤欄　(4)の量のうち、熱回収を行った量

　(6)　⑥欄　自ら中間処理をした後の量

　(7)　⑦欄　(4)の量から(6)の量を差し引いた量

　目標値を記入すること。

２　第２面には、前年度の産業廃棄物処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)に掲げる

　量を記入すること。

　(1)　①欄　当該事業場において生じた産業廃棄物の量

　(2)　②欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

１　 翌年度の６月３０日までに提出すること。

２　 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

３　 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載した

（第３面）

　すること。

６　産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業廃棄物

　処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

　(14)　⑭欄　(10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への焼却

　　処理委託量



（ 産業廃棄物の種類：下水道汚泥 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量

330 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 330 330

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量
③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

15,647 15,647

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①排出量 15,977 15,977 330

実績値
自ら中間処理

した量
自ら中間処理した

後の残さ量

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0

（
第
２
面

）

計画の実施状況

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

15,977
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

330
項目



様式第二号の九（第八条の四の六関係）

年 月 日

　　長崎県知事　　平田　研　様

〒８５４－８６０１

上下水道局長　　矢竹　秀孝 （公印省略）

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（日本工業規格　　Ａ列４番）

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

項目 目標値 項目 目標値

再生利用業者への
処 理 委 託 量

※事務処理欄

自ら中間処理により減量
す る 産 業 廃 棄 物 の 量

令和7年4月1日から令和8年3月31日まで

排 出 量 4,117 全 処 理 委 託 量 66

　産業廃棄物処理計画における目標値

66

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量

自 ら 埋 立 処 分 又 は

海洋投入処分を行う

産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

（第１面）

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和 8 0 0

事 業 所 の 所 在 地

産 業 廃 棄 物 処 理 計 画
に お け る 計 画 期 間

　田結浄化センター

　諫早市飯盛町里１４５番地１０

事 業 の 種 類
　水道業
　[３６]

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第１２条第１０項の規定に基づき、令和7年度の産業廃棄
物処理計画の実施状況を報告します。

事 業 所 の 名 称

電 話 番 号

（FAX） （０９５７）２４－６８１０

（０９５７）２２－２６３５（TEL）

提 出 者

諫早市上下水道事業管理者

氏 名

長崎県諫早市東小路町７番１号住 所



備考

　(12)　⑫欄　(10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

　(13)　⑬欄　(10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条

　　の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量

７　※欄は記入しないこと。

５　第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記入

　(8)　⑧欄　(6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

　(9)　⑨欄　(6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

　(10)　⑩欄　中間処理及び最終処分を委託した量

　(11)　⑪欄　(10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令第６条

　　の11第２号に該当する者）への処理委託量

　(3)　③欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分または海洋投入処分した量

　(4)　④欄　(1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

　(5)　⑤欄　(4)の量のうち、熱回収を行った量

　(6)　⑥欄　自ら中間処理をした後の量

　(7)　⑦欄　(4)の量から(6)の量を差し引いた量

　目標値を記入すること。

２　第２面には、前年度の産業廃棄物処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)に掲げる

　量を記入すること。

　(1)　①欄　当該事業場において生じた産業廃棄物の量

　(2)　②欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

１　 翌年度の６月３０日までに提出すること。

２　 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

３　 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載した

（第３面）

　すること。

６　産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業廃棄物

　処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

　(14)　⑭欄　(10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への焼却

　　処理委託量



（ 産業廃棄物の種類：下水道汚泥 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量

55 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 55 55

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量
③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

3,268 3,268

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①排出量 3,323 3,323 55

実績値
自ら中間処理

した量
自ら中間処理した

後の残さ量

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0

（
第
２
面

）

計画の実施状況

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

3,323
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

55
項目



 

 

様式第二号の九(第八条の四の六関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画実施状況報告書 

令和７年６月２日 

 

長崎県知事 大石 賢吾 殿 

 

提出者                   

住 所 長崎県雲仙市吾妻町牛口名714番地 

氏 名 雲仙市長 金澤 秀三郎 （公印省略） 

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名) 

電話番号 ０９５７－４７－７８２６（直通）              

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第 10項の規定に基づき、令和６ 

年度の産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。 

事 業 場 の 名 称  雲仙浄化センター 

事 業 場 の 所 在 地  長崎県雲仙市小浜町雲仙２８４番地 

事 業 の 種 類 ３６ 水道業 

産業廃棄物処理計画における

計 画 期 間 
令和６年４月１日 ～ 令和７年３月３１日 

産業廃棄物処理計画における目標値 

 

項目 目標値 項目 目標値 

排 出 量 １，９０１ ｔ 全 処 理 委 託 量  ２３０  ｔ 

自ら再生利用を行う 

産 業 廃 棄 物 の 量 
   ―   ｔ 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
 ―   ｔ 

自 ら熱回収 を行 う 

産 業 廃 棄 物 の 量 
 ―   ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
 ２３０  ｔ 

自ら中間処理により減量する 

産 業 廃 棄 物 の 量 
１，６７１ ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
 ―   ｔ 

自 ら埋立処 分又 は

海洋投入処分を行う 

産 業 廃 棄 物 の 量 

 ―   ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

 ―   ｔ 

※事務処理欄   

(日本産業規格 Ａ列４番) 

 



（ 下水道汚泥（雲仙） ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0 0

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

1,417 0
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

188
項目 実績値

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 1,417 1,417 188 0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量 0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

1,229 0 1,229
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0 ⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 188 188

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0 0

⑫再生利用業者への処理
委託量

188 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0



 

 

(第３面) 

備考 

１ 翌年度の６月30日までに提出すること。 

２ 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

３ 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。 

４ 第２面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)

に掲げる量を記入すること。 

(1) ①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量 

(2) ②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量 

(3) ③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量 

(4) ④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量 

(5) ⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行った量 

(6) ⑥欄 自ら中間処理をした後の量  

(7) ⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量 

(8) ⑧欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量 

(9) ⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量 

(10) ⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量 

(11) ⑪欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量 

(12) ⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量 

(13) ⑬欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量 

(14) ⑭欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量 

５ 第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。 

 ６ 産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 

 



 

 

様式第二号の九(第八条の四の六関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画実施状況報告書 

令和７年６月２日 

 

長崎県知事 大石 賢吾 殿 

 

提出者                   

住 所 長崎県雲仙市吾妻町牛口名714番地 

氏 名 雲仙市長 金澤 秀三郎 （公印省略） 

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名) 

電話番号 ０９５７－４７－７８２６（直通） 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第 10項の規定に基づき、令和６ 

年度の産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。 

事 業 場 の 名 称  千々石浄化センター 

事 業 場 の 所 在 地  長崎県雲仙市千々石町己９番地１ 

事 業 の 種 類 ３６ 水道業 

産業廃棄物処理計画における

計 画 期 間 
 令和６年４月１日 ～ 令和７年３月３１日 

産業廃棄物処理計画における目標値 

 

項目 目標値 項目 目標値 

排 出 量 ３，７１４  ｔ 全 処 理 委 託 量 ２６０   ｔ 

自ら再生利用を行う 

産 業 廃 棄 物 の 量 
―    ｔ 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
―    ｔ 

自 ら熱回収 を行 う 

産 業 廃 棄 物 の 量 
―    ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
２６０   ｔ 

自ら中間処理により減量する 

産 業 廃 棄 物 の 量 
３，４５４  ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
―    ｔ 

自 ら埋立処 分又 は

海洋投入処分を行う 

産 業 廃 棄 物 の 量 

―    ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

―    ｔ 

※事務処理欄   

(日本産業規格 Ａ列４番) 

 



（ 下水道汚泥（千々石） ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0 0

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

2,675 0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

2,675 189 0

④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

0 2,486
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

189

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

189

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

項目 実績値

①排出量 2,675

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0

⑤自ら熱回収を行った量 0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

2,486

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩全処理委託量 189

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑫再生利用業者への処理
委託量

189

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

0



 

 

(第３面) 

備考 

１ 翌年度の６月30日までに提出すること。 

２ 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

３ 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。 

４ 第２面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)

に掲げる量を記入すること。 

(1) ①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量 

(2) ②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量 

(3) ③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量 

(4) ④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量 

(5) ⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行った量 

(6) ⑥欄 自ら中間処理をした後の量  

(7) ⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量 

(8) ⑧欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量 

(9) ⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量 

(10) ⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量 

(11) ⑪欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量 

(12) ⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量 

(13) ⑬欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量 

(14) ⑭欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量 

５ 第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。 

 ６ 産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 

 



様式第二号の九 (第人条の四の六関係)

(第 1面 )

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和 8 年 4 月 1 日

提出者 株式会社 エス・ピー・シー
住 所 長崎市坂本町 3丁 目1番 1号
氏 名 代表取締役 山口 勝則
(法人にあつては、名称及び代表者の氏名)

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 10項の規定に基づき、令和 7年度の産業廃棄物処
理計画の実施状況を報告します。

長崎県知事 平田 研   殿

電評:番号  095-845-0809

事 業 場 の 名 称 株式会社 エス・ピー・シー

事 業 場 の 所 在 地 長崎県内 (長崎市、佐世保市を除く)の建設現場

事 業 の 種 類 建設業

令和7年4月 1日 から令和8年3月 81日
産業廃棄物処理計画における

計  画  期  間

1582.18t

t t

t

tt

t t

項 目

全 処 理 委 託 量

目標値

1582.18t

目標値

1582.18t

産業廃棄物処理計画における目標値

項 目

排   出   量

自ら再生利用を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら埋 立 処 分又 は

海洋投入処分を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら熱 回 収 を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理により減量する

産 業 廃 棄 物 の 量

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

再生利用業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量

※事務処理欄 涵

(日本工業規格 A



の (産業廃棄物の種類:建設汚泥 )

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

自ら直接
再生利用した量

12.43t

排出量

有償物量

不

実績値

12.43t

0

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面
）



(産業廃棄物の種類:アスファルト塊   )

①のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

一

一

・

一
・
一
一

十
１

‐

‐

一

一

一

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

1547.lt①

不要物等発生

実績値

1547.lt

0

項 目

①排出量

②十③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熟回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

○熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面
）



|
の (産業廃棄物の種類 :コンクリート塊 (無筋))

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

21.Ot①

不要物等発生

実績値

21.Ot

0

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（

第

２
面
）



計画のξ (産業廃棄物の種類:木くず

①のうち再生利用
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

一
一
・一
・一
一・一

一一．一
一

・「一
一
●
．

一一一一
●
「一
一

③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

1.65t
①

不要物等発生

実績値

1.65t

0

0

項 目

①排出量

②十③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

○熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（

第

２
面
）



(第 3面 )

備考

1 翌年度の6月 30日 までに提出すること。
2 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。
3 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。

4 第 2面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)

に掲げる量を記入すること。

(1)①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量

(2)②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

(3)③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

(4)④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5)⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行つた量

(6)⑥欄 自ら中間処理をした後の量

(7)⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8)③欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(9)⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

(10)⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量

(11)⑪欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第 6条の■第 2号に該当する者)への処理委託量

(12)⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

(13)⑬欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律

第15条の3の 3第 1項の認定を受けた者)である処理業者への焼却処理委託量

(14)⑭欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行つている処理業者への

焼却処理委託量

5 第 2面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。

6 産業廃棄物の種類が2以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第 2面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

7 ※欄は記入しないこと。


